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ので、財政学の基本的な理論、制度とか歴
史など教科書を通じて勉強しています。３
年生で関西大学に行って研究発表会、ゼミ
交流ですね。ただ行くだけじゃ意味がない
ので、論文を書いてそれを報告、ディス
カッションを通じて何をやったかというの
をちゃんと残す、ということを目標にずっ
とやっています。論文を書こうと思ったら、
何か問題意識というか、問題がないか発見
しようと調べる。発見しようと思ったら
やっぱり財政学の基本的な知識、もしくは
新聞やインターネットの情報とか入手のス
キルが必要になってくる。そのような基本
的なところを２年生のうちに修得させたい
と座学を中心にやっています。ただ教科書
を読むだけでは面白くないので、討論の時
間を設けています。これも盛り上がる学年
とそうじゃない学年というのがあるんです

宮入：最終的な目標、自分たちでやりきっ
たというか、達成感を持たせたいという、
私も全く同じ考えを持っています。学生た
ちは、講義科目と演習科目、実習科目が違
うということをあまり意識していない。講
義と同じように「はい教えて下さい」とい
うように来られるのが困る。ゼミは「でき
るだけ自分たちで考えてやって」というこ
とを言っています。僕たちのゼミは、北海
道の地域農業の課題を自分たちで発見して、
その解決策を考えるというのを目標に設定
しているんですよ。２年生のうちはそのた
めに道庁などで出している農業の資料を輪
読して、まず基本的な北海道農業の形を理
解してもらうようなことをやる。それと
セットで地域研修を活用し、現場に行って
見てきたことに課題を発見してそれをまと
めるということをやっています。今年度は
十勝、芽室町中心に、農家や農協を見たり、
役場でお話を聞いたり、企業に行ったりと
いう形で、夏休みに地域研修に行ったら後
半はそれをまとめるという感じです。地域
の農業の姿を見ながらやっています。
大貝：かなり現場からっていうことですね。
宮入：そうですね。応用経済学の場合だと、
現場で何が問題になっているのかを知らな
いと、卒業研究などになかなかつながらな
い。地域研修というような仕組みがあるの
は凄く良いですね。
大貝：地域研修は 2､3 年生合同でやってい
るんですか。
宮入：そうですね。ゼミの伝統というのと
は違いますが、教員に習ったというより、
むしろ先輩から教わったり、ゼミの雰囲気
も自分たちで作って引き継いで欲しいとい
うのがあるんです。目標として、先輩が「や
るぞ！」って言ったら、それで動いていく
という雰囲気にしたいですね。
一同：そうですね！
大貝：１コマ（１時限）で合同ゼミをやっ
ている先生もいますね（＊時間割は基本的
にゼミⅠ、ゼミⅡは別）。
宮入：課題になっちゃいますが、本来ゼミ
は２コマ通しでやりたい。
野口：私は本学にきて６年目です。スタイ
ルは最初からほとんど変わらず、２年生は
座学という形です。財政学をやっています

大貝：今回は「大学で学ぶこと」というテー
マで、ゼミナール＝演習（以下：「ゼミ」
と省略）を柱とした大学での学びに焦点を
あてたいと思います。経済学部のゼミとい
うのは何を学ぶのか。経済学科、地域経済
学科の先生がそれぞれゼミで何をされてい
るのかということを切り口にしていきなが
ら、学生にはどのような姿勢で臨んでもら
いたいか、ゼミとは一体どういうものなの
かということを、教員という立場、また私
たちの学生時代を振り返る目線で言えるも
のがあれば良いなと考えています。

森下：僕のゼミは、ここ２年間はずっとス
ミスの『国富論』を読んできました。３分
冊ですけれども、３分冊目の 100 ページく
らいまでは３年生の終わりの段階までに進
みました。経済学部の学生だったら『国富
論』くらい読んでなきゃだめだろうとい
うのと、『国富論』を読んだということが、
大学での勉強のひとつの大きい経験になっ
たらと思ったんです。
大貝：古典を２年間かけてじっくりと読み
込むんですね。ひとつのことに向き合いな
がらという形ですね。１回何ページくらい
ですか？
森下：１回２〜 30 ページ。とにかく３冊
読み切るぞと。
野口：なるほどなぁ。すごい。
森下：『国富論』だから現代的なテキスト
のようにさっと読み進めていけるというも
のではなくて、読み込んでいろいろ解釈し
ないといけない。２年生、３年生のその時
点の経済学の知識で、ああでもない、こう
でもないというふうに、自分なりの解釈を
出させる。また彼らもそういうことで応え
てくれて、楽しい充実したゼミでした。次
はですね、アメリカのハイルブローナーの

『経済社会の形成』という経済史の本（大貝：
名著ですね。）をやろうかと。

が、盛り上がる学年というのはなかなか楽
しく、ディスカッションも非常に盛り上が
ります。そういう学年は論文も良い出来で、
就職も良いということにつながっていくん
です。形として何をやったのかが残ること
と、達成感を得させるというのが重要かと。
たぶん彼らは、そういう何かを学生時代に
やり遂げるという経験がそんなにないのか
なという気がしました。僕自身もそうだっ
た気がします。そこを簡単な形ですけれど
も、達成させてやりたいということでずっ
と４年間やってきています。
宮入：素晴らしいと思いますね。「こうい
うことを自分たちはやったぜ」っていう。
野口：３年生の論文を、十分ではないです
けれどもとりあえず形にして「こんなんし
ました（野口先生は関西出身）」と関西大
に行って報告をし、ぼろかすに言われてそ
れを修正して一応形を出す。あとテーマを
自分で選ばせるというのが重要な気がしま
すね。私の理解が進んでいない問題や地方
財政の問題なども出たり、２年生で習った
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ゼミって何だろう

学年末試験、入学試験、卒業式、就職活動など、人生の岐路ともいうような時期を迎えて、皆さんはどのように過ご
しているでしょうか。こんな時だから考えてみたい、話しておきたい。｢大学で学ぶこと｣ってどんな意味があるの？
こんなテーマのもとに学生時代を振り返りつつ、ゼミ担当教員が「ああでもない、こうでもない」と語り合いました。

野口 剛 准教授
●財政学

特集「大学で学ぶこと」
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がありますね。
宮入：大学院に行く道筋もゼミからでし
た。今の言葉で言えば、アクティブラーニ
ング（能動的学習）とかプロジェクトベー
スドラーニング（課題解決型学習）とか呼
ばれるようなことですけれど、昔から理論
と実践という形で、僕ら（農業経済学専
門）の場合だったら、ゼミ活動とリンクし
て、畑を借りたり、生産者の組織を手伝っ
たり、先輩から引き継がれて、ゼミに入る
イコールそういう仕事も一緒にやっていっ
た。実際に田んぼに行き作業して話を聞い
て来るとか、そういう経験の中で「現在の」
農業問題は何かということを見つけ出して

「じゃあ俺、これを卒論テーマにするわ」っ
てなって。自分たちで課題を発見して、そ
の課題解決策を考える、実はゼミというの
は当然それを目指しやっていかなきゃなら
ない。

大貝：ゼミはどういう形で選ばれました
か？ 
森下：僕は理論系だったのですけれども、
そこに大学院を目指している先輩がいっぱ
いいた。理論的に優れていたので、入るん
だったらそこだなと。
宮入：僕は一番怖い厳しいと言われていた
先生のところに行ったんですよ。だから人
数も当然少ないゼミだったのです。天の邪
鬼だったかも知れないですけど。
野口：私は商学部出身で、もともと政治と
経済に関わるところに関心があって、租税
法、税法とか税務会計の先生がいらっしゃ
いまして、幅広く学べるかなと思って商学
部に行き、財政学のゼミに入りました。で
すがゼミに入ると、公共経済学の大家の本
間正明先生の『ゼミナール現代財政入門』
という結構難しい教科書で、それが理解で
きないわけですよ。諦めるか、悔しいと思っ
てやるか。ゼミの雰囲気として、悔しいか
らここをなんとか克服しようかという機運
が起こって、商学部であまり縁のないミク
ロとかマクロとかの勉強を始めて「なかな
か面白いやん」と、勉強を進めていったと
いう感じですね。なんとか最後まで読んだ
ので、それはひとつやり遂げ、達成感と悔
しさをバネに４年生になって進路を考え、

ところを越えるような応用的なところも
あったりするんです。解らない部分につい
てはとりあえず資料を探しに行くとか、例
えば豊平区役所にインタビューに行かせた
り、経済学科のゼミですから地域研修がな
い分、実際の現場に行くということはない
んですけれども、少し現場の感覚を持つと
いうことはやってみています。
宮入：他大学と交流して叩かれるだけじゃ
なくて「他の大学でどんなことやってん
の」っていうか、他の大学のやり方がわか
るというのは凄くいいことですね。私たち
も機会があって沖縄国際大学とやったので
すけれど、やっぱり良いんですよね。地域
研修報告会と同じ内容を報告させましたが、
同じ学生という土俵で意見交換し合うとい
うことでちょっと本気度も出る。継続でき
たらと思います。
大貝：皆さん根っこでは同じこと考えてい
るなと凄く伝わってきます。当然それぞれ
の専門分野でゼミをやっていきますが、学
生に対して自信を持たせるというか、ひと
つのものに向き合って、それをやりきると
いった姿勢を身につけさせる。成功体験で
も、失敗体験でも良いし、そういった思い
が根底にありますね。

森下：そうですね。自分にとっても大学の
勉強の中心はやっぱりゼミでした。全ては
ゼミに集約される。そこで後輩を教えな
きゃいけないし、議論もしなきゃいけない。
アカデミズムの世界ではあるけれども、そ
の中で他人と協力したり、指導したりとい
ろんなことを学んだ。また、お互いに競争
し合うということもあった。僕は学生時代
70 年代で、社会的にいろんな論争があっ
て、教員たちの学問への取り組みや実際に
論争にコミットして非常にアクティブに
やっているというのが刺激になって、そう
いう雰囲気の中でゼミが中心になり、いろ
いろ学んだり鍛えられたりしたという経験

大学院というのもあるのかなと思い、そこ
から今に至っています。
大貝：僕は大学に入るまでは外国語系に行
こうと思っていて、東南アジアの言語のこ
ととかを勉強出来る場を探して大学に相談
したら先生を紹介してくれて、サブゼミに
誘われて参加したりする中で、ゼミはもう
ここだなって決まっていました。いろんな
本も読まされたし、勉強という側面もある
んですが、それ以外のところ人間関係が大
事だとか、その人間関係を円滑にするため
に自分がどう動かなければいけないのかと
か、結構そういうところを学んで来たと凄
く感じています。皆さん学生時代の根っこ
は似ていますね。そのような経験から、学
生に対して何か求めていることはあるで
しょうか。

宮入：解らないことをああだこうだと議論
してみたり、ちょっと自分が無理だと思う
課題を一歩やってみる。完成度はそんなに
求めてないですよね。こぎれいにまとまる
よりは、苦労して悩んで解らないものは解
らないと言って良いですよね。
大貝：変なお利口さんはいらない。見てく
れを整えることに腐心せずに、必死にもが
きながら少しでも自分で「おれはこういう
ことをやったんだぞ」ということを持つよ
うにして欲しいな。
野口：ゼミ生とディスカッションすること
で出てくるアイデアもある。僕も頭が固く
なってしまっている部分があったりして、
ゼミを通じて僕自身も共に学んでいく、非
常に面白い空間です。
森下：こうなってもらいたいという学生像
はあるんだけれど、もっと学生にとって魅
力のあるゼミにしなきゃだめだという反
省。僕らが学生時代にゼミで感じていた魅
力とか、今そういうのを見せられているか
なと思ったりしますね。本当にゼミに熱意
を持って、彼らにとって良いゼミであって
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ゼミをどう選ぶのか

森下 宏美 教授
●経済学史

宮入 隆 准教授
●農業経済学
　農業市場学
　農産物流通論

特集 大学で学ぶこと



2015年度の地域研修報告会が 11月28日㈯と 12月5日㈯に開催
されました。両日ともに１教室に 3 〜 4 ゼミが配置され、3 つ
の教室で発表が同時に進行する形式がとられ、報告ゼミ数は
20 になりました。経済学部では、ゼミで設定した研究テーマ
にもとづいて地域に出かけ、現地を視察したり関係者に話を直
接聞くことによって生きた社会経済の現状や課題を学ぶ授業と
して「地域研修」を開講しており、この地域研修報告会は「地
域研修」の総まとめにあたるものです。報告会では、それぞれ
のゼミが事前学習と現地調査の結果をまとめ、そこから得た
成果と課題について発表しました。今回は発表にもとづく意見
交換をより充実させるために、教員コメンテーター制を導入し
ました。各教室に 2 〜 3人の教員を配置し、各ゼミの発表後に
教員から質問や講評を話してもらいました。もちろん、教員か
らだけでなく、各教室では参加学生からも質問や意見を出して
もらいました。教員からは率直な質問や意見が出され、それに
対して発表ゼミの学生が答えに苦しむ場面もあれば、補足説明
を加えつつ論理的かつ的確に受け答えする学生もみられました。
学生にとって今回の報告会は、研究成果についてゼミ以外の教
員と意見交換できる非常に良い機会になったと実感しました。

［水野谷］

野口：今うちは、３年生を大学院の講義と
ゼミにも来させて、卒業論文を書かすとか、
やりたいと思っている学生を少しずつ育て
ていくようなことをゼミの少人数の中で
やったりしています。
宮入：専門ゼミを１年生の 12 月に決める
時は「君の人生決める時だから」って言う
んですよ。ゼミは人生を決めるみたいな勢
いで、だから真剣に考えて決めろよと。楽
そうだから行くっていうのは、もうなしに
した方が良いよと言います。
大貝：ゼミは人生決めるものだと僕も思い
ます。そうであるならば、時間をどう使う
か。就活で役に立つかも知れないという気
持ちで資格取得に走る人もいますが、そう
いういつでも潰しがきくようなことに使う
んじゃなくて、その時しか出来ないところ
に時間を使うようにして欲しいと思います。
宮入：確かに。地域研修もかなり研修先に
迷惑をかけながらも受け入れていただいて
いるという現実はありますが、学生だから
聞ける話ってやっぱりあるんですよね。そ
ういう現場に連れて行く機会を作りたい。
これもやっぱり大学でしかできないことな
んですよね。その代わり地域経済学科を立
ち上げた時の最初のポリシー、人材をちゃ
んと出していくという、そういう大目標に
もとづいて教員もやっている。
大貝：学生に求めることも沢山あるし、こっ
ちも頑張らなきゃいけないことが沢山あり
ますね。充実したものにしていくための努
力を怠らずやっていきたいと思います。皆
さん、熱の入ったお話をありがとうござい
ました。

大貝：それなりの覚悟を持って毎年 20 人、
30 人来るっていうのが、凄く羨ましいで
すね。
森下：その話に繋がるかどうかわからない
ですが、卒業論文は必修じゃないのだけれ
ども、基本的に、2､3､4 年生と積み上げて
最終的な成果、目的・目標として卒業研究
を書く。学生も自覚し、こちらもそれに沿っ
た教育をする。そういう卒業研究を必修化
するというのはどうですか。
大貝：僕は大賛成。
野口：ゼミⅢというより卒業研究という名
前にした方が良いかも知れないですね。
森下：卒業研究の中に、いわゆる卒業論文
という高いハードルのものと、４単位のゼ
ミ論というのと両方含めてどちらかで取る。
野口：あった方が良いですね。モチベーショ
ンは保ちやすいですよね。
宮入：私のゼミは、入る時に２、３年やっ
て最終的にゼミ論までは書くことを前提に
しか受け入れないということでやっていま
す。人生の中でも、ああでもないこうでも
ないとこれだけやって苦しんで作り上げる、
この時しかないと思うんです。それを経験
して、どこかで自分に自信をつけて卒業し
ていってもらいたいと思います。指導は大
変ですけど。
大貝：ゼミと講義、同じ関わり方で考える
ものではないというところは、皆さん大体
一緒の見解ですよね。だからゼミのウエイ
トをもっと重く考えてもらっても良いと思
う。ゼミでの最後にやりきった達成感を
持って次のステージに進んでもらいたいで
すよね。

欲しいけれども、そのために自分がやるべ
き何か、もっといろいろな努力が必要なの
じゃないかと強く感じてしまいますね。

宮入：自分たちの頃と比べて、ゼミがある
意味凄く高い目標になっちゃっているとこ
ろはある。今の学生が、そこまでゼミに投
入できるかどうか。例えばゼミの時間、カ
リキュラムで完結しないのがゼミだと思っ
ていたのですが、カリキュラム以外の時間
も作ってゼミが終わった後も皆で集まって
続けて議論するか。難しいですね。
大貝：就活に費やさなければならない時間
が増えている現実もある。特にここ 1､2 年
はそこに凄く悩んでます。ゼミをちゃんと
やっていれば就活なんて全然問題ないと思
う。
一同：確かにそうですね。
野口：うちは一期生の時から ､ 時間外の勉
強をやっていく伝統を作りました。一期生
のときに力を入れて ､ 私もそれなりに時間
を割きました。だから ｢ ゼミの時間外も勉
強することになるけれどもその辺は覚悟し
なさいよ ｣ と言うし ､｢ あそこのゼミはこ
うなんだよ」という情報が学生同士で伝
わっていて ､ それなりの覚悟を持ってくれ
ているのかな。だからこっちもやりやすい。

4 特集 大学で学ぶこと

［平成 27 年 11 月 28 日・12 月 5 日］１部ゼミナール

地域研修の様子（佐藤ゼミⅡ / 研修地：旭川市）

ゼミで得られる達成感

地域研修報告会が開催される



2003年4月、本学経済学部に地域経済学
科が新設された際に、地方財政論担当教員
として採用されました。札幌生活は13年と
なり、学部・大学院生時代を過ごした京都
での10年よりもすでに長く、故郷の尼崎で
過ごした18年に近づいています。

札幌に赴任した頃は、「地域持続可能性
(local sustainability)とその指標」を主な
研究テーマとしていました。工業化と人口
爆発を背景に、地球温暖化などのグローバ
ルな環境危機が深まる中で、持続可能な社
会の実現に向けて、地域レベルからの取り
組みを促すための新たな政策手段･政策基
準の創出という観点から、このテーマに取
り組んでいました。

ところが冷涼広大な北海道で生活を始め
ると、こうした問題意識は今ひとつ切迫感
を欠いており、地域の持続可能性という意
味ではむしろ、人口減少による地域の衰
退・消滅の方が、はるかにリアルで切実な
危機であることを考えざるを得ませんでし
た。今では政府が率先して「地方消滅」を
煽り、地方創生に取り組ませようと各地域
の尻を叩くようになるほど、人口減少問題
は広範な認知を得ていますが、グローバル
な人口増加とローカル＆ナショナルな人口
減少が交錯するフェーズで、地域持続可能
性という概念及びその指標が、どうすれば
普遍性と多様性を矛盾なく包容する政策基
準たりうるのかという問いに、一足早く出
会うことができたのは、北海道に来たおか
げです。この問いは今も私の問題意識の底
流にありますが、今しばらくは、地域の風
土が人間の感覚や認知に及ぼす歪みに身を
委ねつつ、今この場所からよく観察できる
ものを観察したいと思っています。

る財政研究者の一人として、この厳しく長
い緊縮財政が地域にどのような影響を及ぼ
し、どう再生しうるのか、ただ統計データ
を見てよしとするのではなく、自分の足で
通い、市民活動や市政に入り込みながら観
察する「参与観察」を通して見届けようと
胸に誓い、今に至っています。

今年6月に財政破綻の発覚から10年の節
目を迎える夕張市は、この10年の歩みを客
観的に検証し、今後の再生方策を検討する
第三者委員会を昨秋設置し、私も委員の一
人として検証・検討作業に加わらせても
らっています。現行計画の抜本的見直しが
必要なのは疑う余地がありませんが、最終
的にどの程度見直されるかは､（本稿執筆
時点では）まだ見えていません。戦うべき
敵は、官僚でも政治家でも市民でも御用学
者でもない、社会的なウェルビーイング
(生活の質)の低さと持続可能性の欠如であ
ることを忘
れずに、地
域と政策現
場のフィー
ルドワーク
を真摯に、
楽しみなが
ら続けてい
きたいと考
えています。

私は夕張
市の問題を
一地域の特
殊ケースと
は考えていません。といっても今の日本に
は「第２の夕張」と呼びうるマチはありま
せん。しかしギリシャやスペインをはじめ、
借金漬けにされた政府・自治体・市民に、
緊縮財政の実行を求める債権者に対して､
「反緊縮」を求める政治運動がどう拮抗し、
公正で人間味のある社会を維持・再生産で
きるかは、21世紀の資本主義においてます
ます重要な問いになってくると思います。
かつての炭鉱都市の苦闘の行方は、私達自
身の未来の試金石なのです。

破綻は、大変興味を惹く「事件」でした。
しかし当時全く人脈がなかった私には入り
込む余地はなく、ただ新聞や雑誌の記事を
追うばかりでしたが、秋になって立命館大
の平岡和久先生に声をかけていただき、現
地調査に入ることができました。

もっとも当時は、赤字隠しを行ってきた
夕張市へのバッシングの嵐で、深刻な報道
被害や調査公害が起きていたため、私達の
調査もほとんど歓迎されませんでした。し
かし地元議員の協力もあり、約30年分の決
算データの入力と市議会議事録のコピーを
行えたことで、夕張市の財政が悪化してい
くプロセスを飛躍なく理解・説明できるよ
うになりました。また夕張市が1990年頃に
は実質的に財政破綻状態に陥り、必死に再
建団体入りを逃れようとするのを、国や道
も知りつつ目を瞑っていた（瞑らざるを得
なかった）こともわかってきました。これ
らは歴史資料と呼ぶには新し過ぎますが、
一次資料を調べて興味深い事実を発見した
時の興奮を味わえたほか、資料収集に訪ね
た市役所で冷たい仕打ちを受けても､（彼
らは私の敵ではない）と念じながら通い続
けていると、ある日急に対応が温かくなる
のを肌で体感することができました。

夕張市は2007年3月に「財政再建団体」
に移行し、2010年3月からは「財政再生団
体」となりました。制度の想定をはるかに
超えた巨額の赤字を、制度を変えずに解消
しようとすれば、厳しい緊縮財政を長期に
わたって実行するしかありません。それが
もたらす社会経済的影響も容易に予想でき
るものでしたが、私は当地の最も近傍にい

さて財政学の中でも予算論、即ち財政的
意思決定という、政治に最も近い分野に関
心を寄せながら、地方財政論を講義してい
た私にとって、2006年6月の夕張市の財政

5研究室の窓から

2009年夕張まちづくり集談会で司会を務める西村先生（左）

夕張市の再生第三者委員会の設置を報
道する新聞記事「朝日新聞」2016.2.20

にしむら　のぶひこ
経済学部准教授

人口減少社会と地域持続可能性

夕張市の破綻と再生過程の検証

西村 宣彦
[専門は地方財政論､財政学］2003年､京都大学大学院経済学研究科単位取得退学
●�主な論文・著書に､｢財政悪化と自治体財政統制システム：夕張市を事例に｣（日本地方財政学会『地方
財政の破綻と再生』､勁草書房､�2010年､共著）

研究室の窓から
緊縮財政がもたらす社会経済的影響と
地域持続可能性



毎年恒例の「団結剣」企画を 2015年
11月14日に開催。「学校で労働法・
労働組合を学ぶ―自らを守るた
めに、ひとびとを救うために」と
題して、学生のアルバイト問題や
若者労働の現状を「教材」に学びま
した。講師は、おなじみの鈴木一氏（札幌
地域労組副委員長・写真右上）です。

学生の多くはアルバイトをしています。そして、ブラックバイ
トという言葉が人口に膾炙したことからも明らかなとおり、様々
なトラブルを経験しています。厚生労働省からタイムリーにも発
表された「大学生等に対するアルバイトに関する意識等調査結果」

（2015年11月9日発表）でも、学生 1,000人が経験したアルバイト
延べ 1,961件のうち 58.7％が労働条件通知書等の不交付などのト
ラブルを経験していました。労働法など学ぶ機会もなく働き始め
ている学生たちが鈴木氏の話を真剣に聞く姿をみると、労働教育
の構想が私たち学校関係者に求められていることをあらためて痛
感した次第です。［川村］

11月10日㈫に、財務省主税局総務課兼調
査課 主税企画官の森田稔氏を講師に迎え、

『租税の仕組みなど（消費税を中心として）』
というタイトルで、講演会を開催しました。
この時期はいわゆる逆進性をどう緩和する
かが盛んに議論されている時で、財務省で税制設計の最前線でご
活躍されている森田氏から直接、消費税に関するお話を聞くこと
が出来るタイムリーな企画となりました。ご講演では、税収、歳
出、公債発行額や政府債務残高の推移等からわが国財政の実態の
把握となぜそうなったのかを簡単に分析された後、消費税を中心
に、その基本的な仕組みと使途を説明されました。その上で、消
費税の理解を困難にしている非課税、輸出免税、簡易課税制度な
どの仕組み、さらに軽減税率制度について、インボイスとあわせ
て導入国の実例を紹介・比較しながら解説されました。約230人
が受講しましたが、受講後の感想によりますと、講義とあわせて
消費税への理解がさらに深まった、消費税は整理しながら勉強し
ないと混乱しそうだ、残念ながら時間の都合で省略されたお話も
聞きたかった、などの感想が寄せられました。森田氏をはじめ、

講演会開催にご
尽力いただきま
した皆様に、改
めて感謝申し上
げます。［野口］

From a Distance 5

12月24日はクリスマスイヴ。見事に装飾
されたクリスマスケーキが飛ぶように売れ
る日でもある。その多くは円形だが、たま
に丸太のような細長いケーキを見かける。
円形は、初めも終わりもないことから「永
遠性」を象徴する。クリスマス（12月25日）
に誕生したと言われるイエス・キリストが
自ら贖罪の羊となって罪深い人類にもたら
した救済の光がいつまでも輝き続けるよう
祈願していると推察される。

一方丸太形は「ブッシュ・ド・ノエル」
と呼ばれ、キリスト教が成立する前から北
欧のゲルマン人が行なっていた異教の祭り

「ユール」に由来する。ユールは「車輪」
を意味し、地球の周りを廻る「太陽」を象
徴する。太陽を活性化し動植物に豊饒性を
もたらす神々の生命力は毎年12月25日の冬
至（ユリアヌス暦）に失なわれると信じら

れた。人々は丸太を家に運び入れ常緑樹の
葉で飾り立て、25日の朝に点火し祈りを込
めて燃やした。闇と寒気をもたらす悪魔や
魔女を火によって追い払い病める太陽を活
気づければ死する神が復活すると考えたの
である。

クリスマスをめぐるキリスト教と異教と
の関連性は古代ローマにも見られる。12月
17日から 24日は神サトゥルヌスを讃える
サトゥルナリア祭が行なわれた。主人と奴
隷の地位逆転、仮装して乱痴気騒ぎをする
など、敢えてアイデンティティと秩序を崩
壊させることによって、誰もが自由を謳歌
していた原初世界「カオス」を再現する。
サトゥルヌスが種を蒔き発芽させる農耕神
であるからには、枯死した自然世界に再生
をもたらすと期待したのである。近代科学
の礎を築いた錬金術によれば、サトゥルヌ
スは黄金への変化が期待される鉛の守護神
である。地上の黄金が天界における太陽と
照応するが故に、鉛としてのサトウルヌス
は死と再生を象徴する「黒い太陽」であっ
た。翌25日は紀元前６世紀の昔から、太陽
を火の神として仰ぐミトラ教徒によっても

「不滅太陽神の復活祭」として祝われていた。
紀元１世紀、ローマで勢力を得始めたキ

リスト教は、キリストの降誕日を 1月6日

と見做した。しかしローマ軍が信奉するミ
トラ教は最強の敵であるため、その異教的
な祭りを無視して布教するのは不可能であ
ると認めざるを得なかった。そこで 354年、
イエスキリストを太陽に見立て 12月25日
を「義の太陽の降誕日」に定めたのである。
ユール祭もサトゥルナリア祭もともにキリ
ストの生誕を歓ぶ祝祭として受容したと言
われる。さらに 1月6日までの 12日間をも
祝祭期間とし、5日の十二夜にはサトゥル
ナリア祭まがいのお祭り騒ぎを繰り広げて
悪霊を浄化した。その時に供された菓子が
クリスマスケーキの始まりで、フランスで
は祭りの王様を選ぶために、丸いケーキ「ガ
レット・デ・ロワ」の中にソラマメが一粒
入れられた。太陽に宿る無限の「生命力」
を祝うためであったとも理解し得る。

クリスマスケーキはガラス越しにキリス
ト教の象徴としてこのような歴史を語って
いる。現代に生きる私たちの周りには、古
代から継承された様々な象徴が輝いている。
世界共通言語としてその意味を読み解くな
らば、人生の意味が理解できるのかもしれ
ない。

「クリスマスケーキ」の象徴性
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「 学校で労働法・労働組合を学ぶ―『租税の仕組みなど（消費税を中心として）』
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profile

1960年 札幌生まれ
1978年 札幌光星高校卒
1979年 本学部経営学科入学
1983年 本学部卒
2011年 北海道産酒BARかま田を開業
2015年 HBCラジオ「親びん&亜樹のEZOマリアージュ」開始
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の相談に応じてワインを選んでくれるよう
な役割の給仕人がいる。「きき酒師」とは
ワインにおけるソムリエにあたる。日本で
は「国酒」として日本酒や焼酎があり、全
国的組織の日本酒サービス研究会・酒匠研
究会連合会が「きき酒師」を認定し、世界
中に 40,000人以上のきき酒師がいるとい
う。そのトップを決める大会が「世界きき
酒師コンクール」である。
このコンクールは「日本の食文化の『日

本酒・焼酎』の美味しさや楽しさを消費者
にわかりやすく、そして正しく提供できる
世界一のきき酒師を目指しその知識や技術
と心を競う大会（主催者）」である。地区
での予選から準々決勝、東京での準決勝と
決勝大会まで、勝ち進むこと自体が困難な
コンクールだ。決勝は 75分、両部門同時
に決勝が行なわれ、与えられた時間内に課
題に取り組まなければならない。鎌田さん
は両部門ともファイナリストとなった。主
催者からどちらかを断念するか問われた。
けれども鎌田さんは両部門の決勝課題に挑
戦する事を決意、ほかのファイナリストが
ひとつの課題に取り組む中、二つに取り組
まなければならないハンデを背負った。そ
の結果の両部門準優勝であった。本来なら
一番に秀でた技量の持ち主が優勝するはず

なのだが、マスコミが同時準優勝を得た鎌
田さんの技量を高く評価したのはいうまで
もなかった。

ここに至る鎌田さんの経歴はなかなか多
彩だ。1960年にサッポロビールに勤める
父と日本酒の北の誉酒造に勤める母の、双
子の長男として生まれた。両親はその後酒
屋を営むことになり、生まれた時から酒が
身近な環境で育った。

脱サラの両親に似てか、もともと自立心
が強く学生時代から自分で商売を始める。
当時人気だったテーブルゲーム機などのレ
ンタル会社を起こしたり、その利益で株投
資をしたり、学生起業家の走りともいえる。
大学では双子の弟さんも同学科、経営分析
の小畑ゼミに所属し経営感覚も磨く。「北
海学園の人脈は絶大ですし、ゼミの勉強も
実践的に役立っています」と言う鎌田さん
だが、卒業にあたっては就活はせずタク
シーの運転手になってしまった。これで大
学新卒初任給の３倍くらいを稼ぎ、次への
ステップに備えるためだった。学生時代か
らの夢のひとつに語学留学があり、数年後
に英国留学を実行に移した。日常的に家業
の酒屋を手伝っていたことや、酒豪だった
父親の血をひくこともあり留学先のロンド
ンでも酒修行は欠かさなかった。
２年半の海外滞在後は、外食産業のロイ

ヤルに就職、異例の１年半で店長になるほ
ど仕事に打ち込むが、２年間であっさりと
退職。知人に勧められたこともあり、すす
きのでパブを開いた。生来の日本酒好きが
高じて北海道産を中心に、ありとあらゆる
日本酒をそろえ人気店になったが、テナン
トとして入るビルの火災でやむなく６年で
閉店。おりしも家業が酒屋からコンビニに
転換、同時に弟さんが営んでいた居酒屋で
調理経験を生かして厨房を担った。「あま
り流行っていなかったんですが、すすきの
での工夫や酒店の利点を生かして北海道産
の酒全てを扱いました」。この頃、北海道
にも地産地消が浸透し特産品を活用した焼
酎が少しずつ誕生。興味を持った鎌田さん
は、各地のご当地焼酎を調べあげ揃えた。

「中には、こんな素材でも焼酎が造れるの
かと驚かされるものもありました」。焼酎
ブームにも乗り、これも人気の店となった。
全国の日本酒、焼酎を飲み尽くし、また人
と繋がることで職歴を経てきた鎌田さんは、
北海道の酒の啓蒙に取り組むことを決意、
弟さんとの店を離れ国酒のフリーきき酒師
に転身した。鎌田さんが師匠と仰ぐきき酒
師の酒本久也さんに「世界のスタンダード
を知らずして国酒を語れないよ」と言われ、
ワインの勉強に３年を費やしソムリエの資
格も得た。講演も今は年に 60本を越える
そうだ。そのような折に「どこで会えるん
だ、教えを請いたい」と言われ４年前に「北
海道産酒 BAR かま田」を開業。「弟子も作
りたいし、育成も必要」と、北海道の日本
酒の良さを伝える後継者を 1,000人育てる
「1000人プロジェクト」を立ち上げた。こ
の２年間ですでに 400人以上の SSI 認定国
酒ナビゲーターを育てた鎌田さん、抱負と
共に後輩へのアドバイスを語ってくれた。
「明治初期の北海道には 400以上もの酒

蔵がありました。いまでは 12しかない。
近年では質の良い酒造好適米が北海道に出
来、本州にまで出荷されるようになりまし
た。ぜひ北海道の酒の良さを広めたいです
ね。世の中の大半の人は 7、8割は好きな
こと（趣味）と生活（仕事）が一致しない
人生を送っていますよね。僕はそれが一緒。
狭い分野でもつきつめるようなこと、狭め
れば狭める程面白くなる。人生にはそんな
ことも大事だと思います」

2012年東京、「世界きき酒
師コンクール」（主催：FBO
料飲専門家団体連合会 / SSI
日本酒サービス研究会･酒匠
研究会連合会）第３回の決勝
大会、優勝、準優勝結果が発
表され、会場に歓声があがっ
た。マスコミもこぞって受賞
者にインタビューへと会場は
沸いた。大会後一番多くス
ポットライトを浴びたのは、
今回の「働きマン」、きき酒

師として全国的にその名前
を知られている本学経済学
部出身の鎌田孝さんである。
ヨーロッパなどでは、レ

ストランにソムリエがいて客

「親びん：鎌田孝」こと 鎌田 孝さん
か ま た た か し

北海道の酒をこよなく愛し、
きき酒師として日本酒・焼酎の
啓蒙に懸ける

北海道には神社の数より酒蔵の多い時代があり、消費の９割が道産酒だったと
いう。その復活に取り組み、国酒の伝道師を自任する鎌田孝さんを訪ねた。

◀世界きき酒師コンクール準優勝 (2012 年) の表彰状をもって

北海道産酒 BAR かま田の店内
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11月21日に第７回学内プレゼン大会が開催されました。今大会に
は１年生の基礎ゼミから参加するチームが主で、ゼミによっては複
数のチームでの参加がありました。参加ゼミ数は計12、参加チーム
数は計32 にもなりました。今回は参加チームが増えたために、4 つ
の教室で昼食休みを挟み一日がかりの開催となりました。大会は経
済学部ゼミナール協議会の学生によって見事に運営されました。ゼ
ミナール協議会は研究をふくめた学生の課外活動を応援する学生に
よる自主的な組織です。

さて、私が審査委員として参加した教室の発表テーマを例として
あげてみると、「食料自給率の現状と課題」、「タトゥーを入れてい
る外国人観光客の入浴許可問題について」、「就活時期変更の影響」、

「ブラック企業とホワイト企業から考える日本企業の問題」、「若者
はなぜ LCC を利用するのか」、「沖縄基地問題」など実に多彩でし
た。大学生活をはじめたばかりの１年生にとって、共同で研究を進
めたり人前で発表したりする貴重な経験となったと思います。ただ、

2015年11月20日㈮、社会政策の講義内において、公益財団法人さっ
ぽろ青少年女性活動協会の古野由美子氏をお迎えし、「札幌まなび
のサポート事業『まなべぇ』の取り組みについて―生活困窮世帯
の中学生への学習支援を通して―」と題した講演会を開催しました。
日本では今、6人に 1人の子どもが貧困状況にある世帯で暮らして
いますが、そうした子どもたちへの対策の一つに学習支援事業があ
ります。本講演会では、札幌市に住む生活困窮世帯の中学生に対し、
放課後の時間を使って学びのサポートをする「まなべぇ」という事
業についてお話をしていただきました。サポーターと呼ばれる大学
生との交流のなかで、子どもたちが勉強のやり方だけでなく、学ぶ
こと自体に楽しみを覚えていくこと、また、彼らが自己肯定感を持
てるような居場所づくりを目指して活動が行われていることなどを
教えていただき、大変有意義な講演となりました。［宮本］

［平成 27 年 11 月 21 日］1 部ゼミナール / 経済学部ゼミナール協議会主催［平成 27 年 11 月 20 日］1 部社会政策特別講義

経済学部プレゼン大会開催「 札幌まなびのサポート事業『まなべぇ』の取
り組みについて―生活困窮世帯の中学生へ
の学習支援を通して―」

研究内容や発表のしかた
には改善すべきことが多
かったことも事実です。
２年生からはじまる専門
ゼミではぜひこの経験を
活かしてさらに高いレベ
ルの研究発表をめざして
ほしいです。［水野谷］

12月6･13日、2017年春卒業予定者を対象に、本格的な就職活動を前にしたキャ
リア支援イベント「LIVE Voice」が行なわれました。両日とも多くの３年生が
参加しましたが、全体オリエンテーションでは、2016年春入社の内定が決まって
いる４年生とその内定先企業が紹介されました。その後４年生、内定先企業との
フリートークがそれぞれに行なわれ、参加者は数ヶ月前まで就活に臨んでいた先
輩たちのリアルな体験談に聞き入っていました。経済学科４年柴田亮（北海道コ
カ・コーラボトリング・株内定）君は「積極的な情報収集と、面接では自分の考
えや思いを伝えきることが大事」と語ってくれました。

2015年度は例年より大幅に就活スケジュールが後ろ倒しとなりました。2017年
春に入社を目指す現３年生の就活に関しては、各方面からの情報を総合すると、
エントリーは前年同様３月から開始される予定ですが、面接などの選考・採用開
始は２ヶ月早まり 6月からと予想されます。これに対応するには、自己分析・業
界分析などの準備、情報収集を怠らないことが大切です。本学では、就職支援の
ために就職支援システム「ミナトコム」を導入し、あらゆる状況にも対応できる
様にきめ細かな支援体制を整えています。

10月22日に行なわれたプ

ロ野球新人選手選択会議（ド

ラフト会議）において、本

学硬式野球部の川越誠司（経

済学部地域経済学科４年）

くんが、埼玉西武ライオン

ズから２位指名を受けました。12月9日には西武球団と本

契約を結び、他の４年生より一足先に「就職」、プロの道

を歩き出すことになりました。

本学では投手と野手の二刀流として活躍し、その高い身

体能力はドラフト前から６球団に着目されていましたが、

確実に指名されるとは限らず、指名が決まった時は頭の中

が真っ白になったそうです。

祖父、父と続く消防員一家で、北海高校時代はその道を

継ごうと考えた時もあったそうですが、２度甲子園を経験

し好きな野球をもう少し続けたいという気持ちが強く、本

学に進学を決めました。硬式野球部は昼間の練習なので、

一部生ではそれが出来ないため二部に入学、自主性を重ん

じる部の方針がプロにまで認められる選手に育ててくれた

と言います。「勉強でも、部活でも自主性が大事です」。そ

して、「早く一軍に上がり、札幌ドームで投げる姿を北海

道の皆さんに見ていただきたい」と語ってくれました。

北海学園大学エコン 検索

［平成 27 年 12 月 6 日・13 日］キャリア支援センター主催業界・企業研究会
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